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パ イ プ ラ イ ン 利 用 に よ る 水 田 用 水 の 多 目 的 利 用

第 1報  施 設 の 概 要 と性 能

鶴 田 正 明・ 岡島 正 昭

(岩手県立農業試験場 )
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:試 験 目 的

本試験は,昭和51～ 55年度まで東北農政局の委託により

実施しているもので,パ イプラインかんがい施設を利用し,

一体的な水管理を行うと同時に施肥,除草及び防除等多目

的の作業に利用するための技術的問題を解明することを11

的として実施しているものである。

2 施設の概要 (概要図参照 )

1 施設の設置場所 : 岩手県滝沢村砂込岩手農試内
2 管理棟 : 仮設用プレハブ(36πX36π )
3 ポンプ施設 : 自吸式渦巻ポンプ(口径 125“ ,吐出
量 1,300ι /鷹 j■ ,場程 12π ),モ ーター(55k▼),送水

管 (VP∫ 125“ ,L-412っ ,VP 100“,L-90"),
吸水槽 (20π ×20πX12れ ,除奎金網20メ ッシュ)

4 自動制御施設 : 制御器一式,電磁流量計 (発信器,
変換器,記録計 ),電磁弁 (水口5カ所に各 1台 )

5 薬液混入装置 : 薬液槽 (内容積 500ι ,材質 FRP)

撹伴機 (50r・ p・■,羽根径 45033,モーター0 5kw),混

入器 (差圧調整槽,背圧弁,エゼクタ,倍率ピース )

3施 設 の 性 能

1 ポンプ施設,管理棟
ボンプの性能に特に問題は生じていない。時々,除塵金

網のゴミを取り除く必要がある。

2 自動制御施設
流入時間,場所,水量をあらかじめ設定することにより

流入する方式であるが,ボンプ駆動と電磁弁が運動されて

いないので,運動できるように改善する必要がある。また

落雷の影響によりたびたび流量計 や リレー回路が故障

した。避雷設備を設置する必要がある。

3 薬液混入装置
エゼクター部は硬質ビニールパイプでできているが亀裂

が入り易いので材質,構造を強くする必要がある。また混

入倍率が吸水槽の水位や吐出水量によって変動するので,

混入前にあらかじめ倍率チエックをする必要がある。なお ,

混入薬剤にマメット8M等の粒剤を用いると,パイプや背

圧弁に詰るので水溶性の薬剤でなければ,使用できない。
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図 1 施 設 配 置 図

4用 水 量 調 査

1 調査方法
(1)調査時期 5～ 9月 の管理用水期間
(" 調査項目 代かき用水量,管理用水量,減水深
2 調査結果
(1)代かさ用水量

代かき用水入水前の降雨の多少によって多少差がでてく

るが,代かさ直前の土壊含水比 70～ 80%において,平均

80t/108で あった。代かき用水量は短時間に集中的に入

水することによリロスを減少することができ,ほぼ一定の

用水量で代かきできることがわかった (S54年 のNQ3ほ
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場が■6t要 したのは,基肥流入試験の際の流入 トラブ
ルにより, また S52年 のNQ 2.m4ほ場は 2日 間にわ
たって流入 したことによりそれぞれ水量が多 くなって

tヽる)。

表 1 用水量調査総括表

12)管理用水量

管理用水量は平年で 1,400～ 1.600t/103,降 雨も含め

た総用水量は2,200～ 2.400t/103で あった。

{潤 試験区の上壌は厚層腐植質多湿黒ボク土である。

昭 和  52 年
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5 田 面地 温 調 査

1 調査方法
パイプラインかんがい圃場と慣行水管理は場の田面下約

1いの部分に自記温度計を設置した。

2 調査結果
パイプラインかんがいは場 (A区 )内に設置した地温計

の測定によると水口,中央,水尻とも最高,最低,平均地

温に大差はない。概して深水のところの温度があがらない

傾向にある。最低地温は 6月 , 7月 , 8月 とすすむにつれ

て上昇するが,最高地温は逆に低下してくる。慣行水管理

(B区 )は ,水口部で 6月 の地温 (最高,最低とも)が中

央,水尻に比べて低く, 7月 以降は差がなくなる。

A区 とB区 を比較すると,寒冷地の稲作で大切な生育前

半の 6月 の地温はB区に比べてA区は最高 09℃ ,最低02

℃ ,平均 06℃ と高く, とくに水口部ではその差が大きい。

これは水管理方式による違いであり,IIL温の面でのパイプ
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図2 水管理の違いによる田面地温の変化

ライン方式の有利性がいえる。

7月 , 8月 になるとB区が,A区 と比較し同等かそれ以
上に地温が高くなる。これは稲体の繁茂度の相違によるも

のと考えられる。

昭  和  53 年

注 有効降雨量は降水量から排水路にオーバーフローこ′た排水分を引いた値。
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